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福岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条例案新旧対照表 

 

○福岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例（平成５年福岡市条例第26号） 

現行 改正案 備考 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 関係者の責務等 

第１節 市の責務等（第３条―第５条） 

第２節 市民の責務（第６条） 

第３節 事業者の責務等（第７条―第16条の２）

第３章 市の廃棄物処理等 

第１節 一般廃棄物の処理（第17条―第22条） 

第２節 産業廃棄物の処理（第23条―第26条） 

第３節 廃棄物処理手数料（第27条―第30条） 

第４章 廃棄物処理業の許可等に関する申請手数

料等（第31条―第32条の４の４） 

第４章の２ 市が行う一般廃棄物処理施設の設置

等に関する手続等（第32条の５―第

32条の８） 

第５章 清潔の保持等（第33条―第37条） 

第６章 雑則（第38条―第41条） 

附則 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 関係者の責務等 

第１節 市の責務等（第３条―第５条） 

第２節 市民の責務（第６条） 

第３節 事業者の責務等（第７条―第16条の２）

第３章 市の廃棄物処理等 

第１節 一般廃棄物の処理（第17条―第22条） 

第２節 産業廃棄物の処理（第23条―第26条） 

第３節 廃棄物処理手数料（第27条―第30条） 

第４章 廃棄物処理業の許可等に関する申請手数

料等（第31条―第32条の４の４） 

第４章の２ 市が行う一般廃棄物処理施設の設置

等に関する手続等（第32条の５―第32

条の８） 

第５章 清潔の保持等（第33条―第37条） 

第６章 雑則（第38条―第41条） 

第７章 罰則（第42条・第43条） 

附則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章追加に伴うもの 

第１章 総則 

第１条 【略】 

第１章 総則 

第１条 【略】 

 

（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は，次項に定め

るもののほか，廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は，次項に定め

るもののほか，廃棄物の処理及び清掃に関する法律
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（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）の

例による。 

２ この条例において次の各号に掲げる用語の意義

は，それぞれ当該各号に定めるところによる。 

(１) 家庭系廃棄物 家庭において生じた廃棄物で

次号に規定する事業系廃棄物以外の廃棄物をい

う。 

(２) 事業系廃棄物 事業活動に 伴って生じた廃

棄物をいう。 

(３) 事業系一般廃棄物 事業系廃棄物のうち，産

業廃棄物以外の廃棄物をいう。 

（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）の

例による。 

２ この条例において次の各号に掲げる用語の意義

は，それぞれ当該各号に定めるところによる。 

(１) 家庭系廃棄物 家庭において生じた廃棄物で

次号に規定する事業系廃棄物以外の廃棄物をい

う。 

(２) 事業系廃棄物 事業活動に伴って生じた廃棄

物をいう。 

(３) 事業系一般廃棄物 事業系廃棄物のうち，産

業廃棄物以外の廃棄物をいう。 

(４) 資源物 一度使用され，又は使用されずに排出

された物品のうち，再生利用が可能であるものを

いう。 

(５) 集団回収 自治会，町内会その他規則で定める

団体が，資源循環型社会の形成に寄与することを

目的とし，自主的に資源物の収集及び保管を行う

ことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加 

 

 

第２章 関係者の責務等 

第３条～第16条の２ 【略】 

第２章 関係者の責務等 【略】 

第３条～第16条の２ 【略】 

 

第３章 市の廃棄物処理等 

第17条 【略】 

第３章 市の廃棄物処理等 

第17条 【略】 

 

 （収集，運搬又は保管の禁止等） 

第17条の２ 市及び市から収集又は運搬の委託を受

けた者以外の者は，家庭系廃棄物のうち一般廃棄物

処理計画に基づき定められた場所に排出されたも

の（以下「家庭系ごみ」という。）の収集，運搬又

新設 
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は保管（以下「収集等」という。）を行ってはなら

ない。 

２ 集団回収を実施する団体又はその構成員が資源

物を譲渡する契約をした者以外の者は，当該団体が

資源物を収集し，又は保管する場所として市長に届

け出た場所に持ち出された資源物の収集等を行っ

てはならない。 

３ 市長は，前２項の規定に違反した者に対し，家庭

系ごみ又は資源物の収集等を中止すること，当該収

集等に係る家庭系ごみ又は資源物の返還その他必

要な措置を採ること，及び家庭系ごみ又は資源物の

収集等を行わないことを命じることができる。 

（買取りの禁止等） 

第17条の３ 何人も，前条第１項の規定に違反した収

集等に係る家庭系ごみ及び同条第２項の規定に違

反した収集等に係る資源物を買い取ってはならな

い。 

２ 市長は，前項の規定に違反した者に対し，その違

反行為をしてはならない旨の勧告をすることがで

きる。 

３ 市長は，前項に規定する勧告を受けた者がその勧

告に従わなかったときは，その者の名称又は氏名及

び違反の内容を，規則で定めるところにより公表す

ることができる。 

４ 第15条第２項の規定は，前項の公表について準用

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設 

第18条～第30条 【略】 第 18 条～第 30 条 【略】  
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第４章～第６章 【略】 第４章～第６章 【略】  

 第７章 罰則 

第42条 第17条の２第３項の規定による命令に違反

した者は，５万円以下の過料に処する。 

第43条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人，

使用人その他の従業者が，その法人又は人の業務に

関して前条の違反行為をしたときは，行為者を罰す

るほか，その法人又は人に対しても同条の過料を科

する。 

 

新設 

 


